
 

令和２年度 全県教育課程説明会 「特別活動」部会（中学校） 
 

１ 特別活動の改訂のポイント （資料①および④P.125～128） 
 ◎「なすことによって学ぶ」＝特別活動の方法原理である。（①P.６） 

 〇３つの視点で目標や内容を整理＝「人間関係形成」「社会参画」「自己実現」 

 〇内容のまとまり＝「学級活動」３項目・「生徒会活動」・「学校行事」５項目で整理 

 〇目標の整理 

 

 集団や社会の形成者としての見方・考え方を働かせ,様々な集団活動に自主的,実践的に取り組み、互い   

のよさや可能性を発揮しながら集団や自己の生活上の課題を解決することを通して,次のとおり資質・能力を 

育成することを目指す。 

(1) 多様な他者と協働する様々な集団活動の意義や活動を行う上で必要となることについて理解し,行動

の仕方を身に付けるようにする。     ⇒「知識及び技能」 

(2) 集団や自己の生活,人間関係の課題を見いだし,解決するために話し合い,合意形成を図ったり,意思決

定したりすることができるようにする。  ⇒「思考力、判断力、表現力等」 

（３）自主的,実践的な集団活動を通して身に付けたことを生かして、集団や社会における生活及び人間関 

   係をよりよく形成するとともに,人間としての生き方についての考えを深め,自己実現を図ろうとする態 

   度を養う。                        ⇒「学びに向かう力、人間性等」 

 

〇見方・考え方＝「集団や社会の形成者としての見方・考え方」 

  特別活動と各教科等とが往還的な関係にあることを踏まえて、各教科等における見方・考え方を 

総合的に働かせて、集団や社会における問題を捉え、よりより人間関係の形成、よりよい集団生 

活の構築や社会への参画及び自己の実現に関連付けることとして整理（資料①P.７、13） 

  〇内容の改善・充実 

  ・学級活動「（３）一人一人のキャリア形成と自己実現」を小学校に新設し、小・中学校の系統性 

が明らかになるように整理 

  ・自治的能力や主権者としての積極的に社会参画する力を育てることを重視 

  ・学級活動における学習過程の例示（資料①P.42～44） 

    学級活動（１）の例   集団の課題を見いだし、解決方法を話し合い、合意形成の上で実践 

    学級活動（２）（３）の例 自己の課題の解決に向けて、話し合いの上、意思決定を経て実践 

  ・特別活動が学校教育全体を通して行うキャリア教育の要であることを明示（総則） 

     →学校内外の学びに見通しを立て、振り返ることで、次の学びへの意欲や将来の生き方と紐 

づけて考えたりする活動を重視 ＝ キャリア・パスポートの活用 

  ・生徒会活動では、生徒による主体的な組織づくりやボランティア等の社会参画を重視 

〇指導の改善・充実 

 ・様々な集団活動に自主的、実践的に取り組み、等しく合意形成に関わり役割を担うことを重視 

  ・生徒の自発的、自治的な活動の展開や、学級経営の充実を重視 

  ・いじめの未然防止等を含めた生徒指導との関連を図る 

  ・集団指導や援助「ガイダンス」と個別指導や支援「カウンセリング」の双方による生徒指導 

  ・異年齢集団や障がいのある方等、多様な他者との交流や対話の充実 

 

２ 評価規準の作成について（資料②P.７、③P.27～、⑤P.27） 

(１)評価の観点 

 特別活動においては、その特質と学校の創意工夫を生かすということから、設置者ではなく、「各 

学校で評価の観点を定める」ものとしている。その際、特別活動の目標や学校として重点化した内容 

を踏まえ、具体的に観点を示す。 

(２)「内容のまとまりごとの評価規準」を作成する際の手順 

学習指導要領の「各活動・学校行事の目標」及び学習指導要領解説で例示した「各活動・学校行事 

における育成を目指す資質・能力」を参考に、各学校において育成を目指す資質・能力を重点化して 

設定する。次に、観点ごとのポイント（資料③P.30～）を踏まえ、「内容のまとまりごとの評価規準」 



 

を作成する。 

 

◇【作成の手順】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇【観点ごとのポイント】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(３）特別活動の「内容のまとまり」 

・中学校では、次の９つのまとまりを指す。このそれぞれに「評価規準（３観点）」を作成する。 

①学級活動（１）学級や学校における生活づくりへの参画 

②学級活動（２）日常の生活や学習への適応と自己の成長及び健康安全 

③学級活動（３）一人一人のキャリア形成と自己実現 

④生徒会活動 

⑤学校行事（１）儀式的行事 

⑥学校行事（２）文化的行事 

・９つのまとまり×３観点＝27 の評価の規準 

・文末表現は、観点ごとに整理 



 

⑦学校行事（３）健康安全・体育的行事 

⑧学校行事（４）旅行・集団宿泊的行事 

⑨学校行事（５）勤労生産・奉仕的行事 

  ・特別活動の学習評価は、学級担任以外の教師が指導する活動が多いことから、評価体制を確立し、 

共通理解を図って生徒のよさや可能性を多面的・総合的に評価する必要がある。また、キャリア・

パスポートは生徒の学習活動（自己評価や相互評価）であり、そのまま学習評価とすることは適

切ではないが、参考資料として適切に活用することにより、生徒の学習意欲の向上につなげたい。 

(４)キャリア教育の視点から（資料③P.77～、⑥⑦） 

  キャリア教育の理念や意義、キャリア・パスポートの例示として作成 

 

３ 学習評価のあり方について 
(１)評価の手順（資料③P.39～） 

各学校においては，特別活動の特質を踏まえ，次のような評価の手順や留意点を参考にして，適切 

に評価を進めることが大切である。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

(２)評価体制の確立 

  特別活動の全体計画及び各活動・学校行事ごとの指導と評価の計画を基に多くの教師による評価を 

反映させるなど，学校としての評価体制を確立することが大切である。そのうえで、生徒が自己の活

動を振り返り，新たな目標や課題がもてるように、活動の結果だけでなく，活動の過程における生徒

の努力や意欲などを積極的に認めたり，生徒のよさを多面的・総合的に評価したりする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

(３)指導要録における特別活動の記録 

  各学校で定めた評価の観点を指導要録に記入した上で，各活動・学校行事ごとに，十分満足できる 

活動の状況にあると判断される場合に，○印を記入する。学習指導要領に示す特別活動の目標や学校 



 

として重点化した内容を踏まえ，下の記入例のように，より具体的に評価の観点を示すことが考えら 

れる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(４)総合所見及び指導上参考となる諸事項への記載について 

  特別活動に関する事実及び所見を、要点を箇条書き等とするなど、その記載事項を必要最小限にと 

どめる。行動の記録については、従前と同様の形で実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(５)事例の概要（③P.43～） 

事例１ 「学級活動（１）の指導と評価の計画から評価の総括まで」 

「よりよい学級生活をつくろう」（ア学級や学校における生活上の諸問題の解決）（第１学年） 

事例１は，学級活動（１）「学級や学校における生活づくりへの参画」の指導計画と評価の事例であ 

る。第１学年の学級開きにあたって，よりよい学級生活をつくることを議題とした話合い活動や実践 

活動についての一連の活動計画例，１単位時間の指導計画例，ワークシートを参考とした評価の工夫 

例を示した。また，教師の補助簿を活用して評価結果を累積する工夫例についても取り上げた。 

 

事例２ 「学級活動（３）の指導と評価の計画から評価の総括まで」 

「体験活動を学校生活につなごう」（ア社会参画意識の醸成や勤労観・職業観の形成）（第２学年） 

事例２は，学級活動（３）「一人一人のキャリア形成と自己実現」の指導計画と評価の事例である。 

第１学年の職場体験活動における学びを，よりよい生活づくりに生かすことを題材にした一連の活動 



 

計画例，１単位時間の指導計画例，「キャリア・パスポート」を参考とした評価の工夫例を示した。 

また，教師の補助簿を活用して評価結果を累積する工夫例についても取り上げた。 

 

事例３ 「生徒会活動の指導と評価の計画から評価の総括まで」 

「学校生活を見直そう」（ア生徒会の組織づくりと生徒会活動の計画や運営）（全学年） 

事例３は，生徒会活動「生徒会の組織づくりと生徒会活動の計画や運営」の指導計画と評価の事例で 

ある。生徒総会を通じて学校生活を見直すことを題材にした一連の活動計画例，１単位時間の指導計 

画例，ワークシートを参考とした評価の工夫例を示した。また，教師の補助簿を活用して評価結果を 

累積する工夫例についても取り上げた。併せて，参考までに生徒総会時における指導と評価の計画に 

ついても示した。 

 

事例４ 「学校行事の指導と評価の計画から評価の総括まで」 

合唱コンクール「互いのよさを生かそう」（（２）文化的行事）（全学年） 

事例４は，学校行事「文化的行事」の指導計画と評価の事例である。合唱コンクールを通じて学級生 

活の改善や自己実現を図ることを題材にした一連の活動計画例，１単位時間の指導計画例，ワークシ 

ートを参考とした評価の工夫例を示した。また，教師の補助簿を活用して評価結果を累積する工夫例 

についても取り上げた。 

 

 

 

 

【参考資料】 

① 「中学校学習指導要領（平成 29年告示）解説 特別活動編」 H.29.7 文部科学省 

② 「学習評価の在り方ハンドブック 小・中学校編」      R.1.6 国立教育政策研究所 

③ 「「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料 中学校 特別活動」 

R.2.3 国立教育政策研究所 

④ 「教育課程編成の指針（幼稚園、小学校、中学校）」         H.30.1 神奈川県教育委員会 

⑤ 「カリキュラム・マネジメントの一環としての指導と評価」   R.2.3 神奈川県教育委員会 

⑥ 「「キャリア・パスポート」の様式例と指導上の留意事項」  H.31.3 文部科学省 

⑦ 「かながわキャリア教育指導資料（かながわ版キャリア・パスポート）」 R.2.3 神奈川県教育委員会 


